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「暮らしと自然が輝く
　交流のまち」をめざして
「暮らしと自然が輝く
　交流のまち」をめざして



　このたびの町長選挙におきまして、多くの町民の皆さま方のご支持をいただき、新生
富士川町の初代町長として町政を担うこととなりました。
　これもひとえに町民の皆さまの温かいご支援の賜であり、深く感謝申し上げますとと
もに、その責任の重さを改めて実感いたしております。
　さて、今日、地方分権の進展や少子高齢化、好転が見込めない財政状況など、地方自
治体を取り巻く環境は大変厳しい状況にありますが、新町建設に向け、全力を傾注して
まいりますので、今後とも、ご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。
　私は、旧増穂町長在任中、一貫して「町政は町民のためにあり、公平、公正な立場で
町民に忠実に奉仕する」ことを肝に銘じ、諸施策を積極的に推進してまいりました。
　今回、町長就任にあたりましては、合併協議会において富士川町の将来像を描いた
「新町まちづくり計画」を基本に、「暮らしと自然が輝く交流のまち」を目指してまいる
所存であります。
　それには、まず町民の皆さまと一緒に新しいまちづくりに取り組んでいく気持ちが大
切であります。
　私たちの地域は、ともに豊かな自然と心あたたかな人々によって育まれ、特色のある
文化や歴史・伝統が息づいております。
　お互いに理解し、「和」を大切に町民の皆さまとともに力を合わせて、「子どもや若者
が夢を持てるまち」「お年寄りや住民が安全・安心して暮らせるまち」にしてまいりた
いと思っております。
　今後とも、町民の皆さま方のご支援・ご協力をお願い申し上げ、町長就任にあたって
のごあいさつといたします。
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　富士川町長　　志　村　　学
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町長就任のあいさつ

「暮らしと自然が輝く　交流のまち」をめざして
次の重点施策と推進施策を掲げています。

　重点施策
・ 町民の一体感の醸成を図ります。
・ 近隣自治体と合併を視野に連携を強化します。

　推進施策
・ みんなで考え一緒に築くまちづくり
・ 豊かな人材と文化を育むまちづくり
・ 健やかで笑顔があふれるまちづくり
・ 活力を生み出す都市基盤が整ったま
　ちづくり
・ 力強い産業と魅力にあふれたまちづ
　くり
・ 安全・安心で生活の質が高いまちづ
　くり

当
選
証
書
を
付
与
さ
れ
る

志
村
町
長

▼





望　月　邦　彦
68歳（中　部）
農　業、無所属

深　澤　勝　雄
68歳（最勝寺）
農　業、無所属

就
任
の
あ
い
さ
つ

各
常
任
委
員
会
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議
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に
望
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澤
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議
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富士川町長選挙・富士川町議会議員一般選挙
投票者数と投票率

富士川町長選挙開票結果

富士川町議会議員一般選挙開票結果

項　目 　男 　女 　計

選挙当日
有権者数
投票者数

投 票 率

（うち期日前 
　投票者）

6,581人

5,165人

78.48％

7,093人

5,731人

80.80％

13,674人

10,896人

79.68％

項　目 氏　　名

志村　　学

所属 得票数

無所属

無所属

7,656

神田　康弘 3,008

10,664

当　選

合 計

項目 氏　　名 地区名 得票数 所属
当選 井上　光三 小　　室 815.837 無所属
当選 　藤　欽也 長　　沢 807.834 無所属
当選 神田　　智 　　　米 765.000 無所属
当選 長澤　　健 天神中条 747.000 無所属
当選 堀之内美彦 長　　沢 740.000 公明党
当選 永井　寛子 青 柳 町 706.000 無所属
当選 鮫田　洋平 青 柳 町 672.000 無所属
当選 秋山　　貢 最 勝 寺 670.000 無所属
当選 市川　淳子 大　　椚 657.000 無所属
当選 望月　邦彦 中　　部 653.676 無所属
当選 齊藤　正行 小　　林 617.165 無所属
当選 小林　　進 本 町 ４ 598.000 無所属
当選 芦澤　益彦 最 勝 寺 537.000 無所属
当選 井上　　勝 長　　沢 516.162 無所属
当選 深澤　勝雄 最 勝 寺 404.000 無所属
当選 保坂　　實 中　　部 367.000 無所属
 望月　一仁 本 町 ３ 323.323 無所属
 牧野　雅紀 本 町 ３ 171.000 無所属
　　　合　　　　計 　10,767.997

議
　
長

副
議
長

　
平
成
22
年
第
１
回
富
士
川
町
の

臨
時
議
会
に
お
い
て
、
議
員
の
皆
さ

ま
方
か
ら
の
ご
推
挙
を
い
た
だ
き
ま

し
て
、
富
士
川
町
初
代
正
・
副
議
長

と
い
う
要
職
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
は

身
に
余
る
光
栄
と
同
時
に
、
そ
の
職

責
の
重
さ
、
大
き
さ
を
思
う
と
、
身

も
心
も
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い

ま
す
。
私
は
も
と
よ
り
浅
学
非
才
で

あ
り
、
そ
の
器
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん

が
、
皆
さ
ま
方
の
厚
き
ご
支
援
の
も

と
に
議
会
運
営
に
臨
ん
で
参
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。

　
議
会
は
中
立
、
公
正
を
旨
と
し
、

新
町
総
合
計
画
を
推
進
し
、
人
と
ひ

と
と
の
心
の
絆
、
対
話
と
協
調
で
地

域
の
絆
を
大
切
に
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る

ま
ち
、
夢
と
希
望
の
持
て
る
ま
ち
富

士
川
町
の
創
造
を
目
指
し
て
全
身
全

霊
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
こ
と
を

お
約
束
い
た
し
ま
す
。

　
省
み
ま
す
れ
ば
、
平
成
14
年
５

月
か
ら
北
部
５
町
で
の
合
併
論
議
が

は
じ
ま
り
実
に
９
年
も
の
年
月
の
間
、

多
く
の
皆
さ
ま
が
論
議
に
論
議
を
重

ね
、
大
変
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
い
で

き
ま
し
た
が
、
去
る
３
月
８
日
に
増

穂
町
と
鰍
沢
町
が
合
併
し
ま
し
た
。

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
旧
町
の

垣
根
を
と
り
は
ら
い
、
一
日
も
早
い

町
民
の
一
体
化
を
図
っ
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
１
６
、
８
０
０
有
余
名
の
皆
さ
ま

が
新
し
い
出
会
い
を
大
切
に
、
こ
れ

か
ら
は
町
民
の
皆
さ
ま
と
行
政
と
議

会
と
三
位
一
体
と
な
っ
て
す
べ
て
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
新
し
い
ま
ち
、
富
士

川
町
発
展
の
た
め
注
い
で
い
け
る
よ

う
議
員
一
丸
と
な
っ
て
努
力
し
て
参

り
ま
す
。

　
新
町
の
将
来
像
「
暮
ら
し
と
自
然

が
輝
く
交
流
の
ま
ち
」
を
め
ざ
し
て

議
会
が
中
心
と
な
り
、
多
様
化
す
る

ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
職
責
を

全
う
す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
の
で
、

町
民
各
位
の
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
就
任

の
あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。
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○
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◆
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務
常
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◎
堀
之
内
美
彦
　
○
神
田
智
　
芦
澤

益
彦
　
小
林
進
　
永
井
寛
子

◆
教
育
厚
生
常
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委
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会

◎
秋
山
貢
　
○
井
上
光
三
　
保
坂
實

市
川
淳
子
　
長
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◆
産
業
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常
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井
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勝
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澤
勝
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也
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◆
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澤
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澤
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澤
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堀
之
内
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彦
　
市
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淳
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齊
藤
正
行
　
秋
山
貢

◆
峡
南
広
域
行
政
組
合
議
会
議
員

小
林
進
　
堀
之
内
美
彦
　
齊
藤
正
行

◆
三
郡
衛
生
組
合
議
会
議
員

深
澤
勝
雄
　
永
井
寛
子
　
市
川
淳
子

秋
山
貢

◆
中
巨
摩
地
区
広
域
事
務
組
合
議
会

議
員

芦
澤
益
彦
　
　
藤
欽
也

◆
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
議
会
議
員

保
坂
實

◆
富
士
川
町
消
防
委
員
会

芦
澤
益
彦
　
堀
之
内
美
彦
　
神
田
智

永
井
寛
子

◆
富
士
川
町
農
業
委
員
会

芦
澤
益
彦
　
深
澤
勝
雄

◆
富
士
川
町
監
査
委
員
会

永
井
寛
子

（５）

（1,061人）（1,468人）（2,529人）



　
富
士
川
町
の
各
行
政
委
員
が
、
平
成
22
年
第
１
回

町
議
会
臨
時
会
に
お
い
て
、
同
意
さ
れ
、
次
の
方
々

が
就
任
し
ま
し
た
。補

　
充
　
員

渡
邊
正
志
氏
（
青
柳
町
）、
滝

戸
康
弘
氏
（
最
勝
寺
）、
一
瀬

隆
氏
（
本
町
５
）、
今
村
み
す

子
氏
（
本
町
６
）

富士川町農業委員会委員選挙のお知らせ
～投票日は７月４日（日）～

　合併に伴い、在任特例となっていた農業委員
の任期が、７月19日に満了となるため、次のと
おり選挙が行われます。農業委員は、町の農業
振興のために農業者の代表として、地域に密着
した重要な任務を担当していただいております。
◆投票日及び開票日　７月４日（日）即日開票
◆定数　１４人
◆選挙権及び被選挙権
　●　耕作面積10アール以上の農家の世帯主お
　　　よび同居の家族で、年間60日以上農業に
　　　従事している方
　●　基準日に町内に住所があり、選挙人名簿
　　　に登載され、名簿確定日に20歳以上の方
　●　被選挙権は、選挙期日に20歳以上の方
※投票区および投票所は、入場券に記載します
　ので、御確認のうえ投票を行ってください。
◆お問い合せ先
　町選挙管理委員会　 ２２－７２０１

庁
　
内
　
人
　
事

◆
新
採
用
職
員
（
５
月
１
日
付
）

▼
町
民
生
活
課
国
保
・
年
金
担
当

山
下
慎
介
▼
地
域
振
興
課
地
域
交

流
担
当
　
深
澤
太
貴

◆
退
職
（
５
月
17
日
付
）

▼
堀
口
広
秋
（
総
務
課
参
事
）

（６）

教
育
長

堀口　広秋氏
（五　開）

深澤　健夫氏
（青柳町）

委
　
　
員

中村　髙志氏
（青柳町）

職
務
代
理

中込　文江氏
（本町４）

委
員
長

田草川　眞氏
（最勝寺）

佐々木 照美氏
（本町３）

委
　
　
員

大堀　浩氏
（長　澤）

職
務
代
理

大森　武士氏
（高　下）

委
員
長

依田　本巳氏
（中　部）

折居　正彦氏
（長　澤）

委
　
　
員

長澤　良子氏
（天神中条）

委
員
長

望月　正彦氏
（中　部）

名執　正樹氏
（天神中条）

委
　
　
員

芦澤　勲氏
（最勝寺）

委
員
長

依田　章氏
（本町１）

代
表
監
査
委
員

川住　道夫氏
（大　椚）

教
育
委
員
会

選
挙
管
理
委
員
会

公
平
委
員
会

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

監
査
委
員
会

人
事
人
事

　
富
士
川
町
の
各
行
政
委
員
が
、
平
成
22
年
第
１
回

町
議
会
臨
時
会
に
お
い
て
、
同
意
さ
れ
、
次
の
方
々

が
就
任
し
ま
し
た
。

（順不同）

教
育
委
員
任
命
式

▼





　　　
５
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
町
内
の

一
部
地
域
を
対
象
に
「
国
民
生
活
基

礎
調
査
」「
出
生
動
向
基
本
調
査
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

調
査
期
間
中
は
知
事
か
ら
委
嘱
さ
れ

た
調
査
員
が
調
査
員
証
を
携
帯
し
て
、

対
象
と
な
っ
た
ご
家
庭
を
訪
問
し
ま

す
の
で
、
調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
国
民
生
活
基
礎
調
査

　
国
民
の
保
健
、
医
療
、
福
祉
、
年

金
、
所
得
等
の
状
況
を
世
帯
面
か
ら

総
合
的
に
把
握
し
、
今
後
の
厚
生
労

働
行
政
の
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。

【
調
査
時
期
】
22
年
５
月
〜
７
月

【
調
査
事
項
】
福
祉
、
年
金
、
所
得

　
　
　
　
　 

等
に
つ
い
て

■
出
生
動
向
基
本
調
査

　
将
来
人
口
推
計
を
は
じ
め
と
す
る

人
口
動
向
把
握
に
必
要
な
基
礎
資
料

と
な
り
ま
す
。

【
調
査
時
期
】
22
年
６
月
〜
８
月

【
調
査
事
項
】
結
婚
と
出
生
等
に
つ

　
　
　
　
　 

い
て

※
調
査
内
容
は
、
統
計
以
外
の
目
的

に
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

個
人
情
報
は
厳
重
に
保
護
さ
れ
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
峡
南
保
健
福
祉
事
務
所

０
５
５
６-

22-

８
１
５
８

　
町
民
生
活
課
生
活
推
進
担
当

０
５
５
６-

22-

７
２
０
９

　「
高
齢
に
な
っ
て
も
い
つ
ま
で
も

元
気
で
楽
し
く
暮
ら
し
て
い
た
い
」

と
誰
も
が
願
う
こ
と
で
す
が
、
現
実
、

歳
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
体
の
機
能
、

特
に
筋
力
や
骨
の
衰
え
が
著
し
く
な

り
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
弾
み
で
転

倒
し
、
そ
れ
が
原
因
で
寝
た
き
り
に

な
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
富
士
川
町
で
は
、
筋
力
の

維
持
向
上
を
図
り
、
こ
れ
ら
を
予
防
・

改
善
す
る
た
め
の
介
護
予
防
事
業
の

一
環
と
し
て
「
い
き
い
き
筋
力
教
室
」

を
今
年
度
も
新
た
に
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

　
昨
年
教
室
に
参
加
さ
れ
た
方
か
ら
、

「
体
が
軽
く
な
っ
た
」「
動
く
こ
と
が

苦
に
な
ら
な
く
な
っ
た
」「
正
座
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」「
ち
ょ
っ

と
し
た
こ
と
で
病
院
へ
行
か
な
く
な

っ
た
」
等
々
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　「
も
う
歳
だ
か
ら
無
理
」
と
思
う

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、

最
近
の
研
究
で
は
、
何
歳
に
な
っ
て

も
適
切
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
え
ば
、

筋
力
を
向
上
さ
せ
骨
密
度
の
低
下
を

緩
や
か
に
し
、
転
ば
な
い
生
活
が
送

れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。

　
こ
の
教
室
は
、
無
理
な
く
、
楽
し

く
、
心
身
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
も

目
的
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
筋
力
向

上
の
運
動
だ
け
で
な
く
参
加
者
の
交

流
等
も
盛
ん
に
行
わ
れ
仲
間
づ
く
り

が
で
き
教
室
を
楽
し
み
に
し
て
く
だ

さ
る
方
も
多
く
な
り
ま
し
た
。

　
ぜ
ひ
、
多
く
の
方
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。
気
軽
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。
鰍
沢
地
区
は
４
月
か

ら
７
ヶ
所
で
、
増
穂
地
区
は
６
月
よ

り
15
ヶ
所
で
月
２
回
開
催
さ
れ
ま
す
。

増
穂
地
区
は
各
地
区
の
開
催
時
間
・

曜
日
等
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
募
集

の
チ
ラ
シ
を
見
て
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
こ
の
事
業
は
、
今
後
各

地
区
で
介
護
予
防
サ
ポ
ー
ト
リ
ー
ダ

ー
を
募
り
、
そ
の
方
々
や
区
の
役
員

の
ご
協
力
の
も
と
で
取
り
組
み
、
健

康
づ
く
り
介
護
予
防
づ
く
り
を
拡
大

し
て
い
け
た
ら
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

22
‐
４
６
１
５

統
計
調
査
に

　
ご
協
力
く
だ
さ
い

統
計
調
査
に

　
ご
協
力
く
だ
さ
い

統
計
調
査
に

　
ご
協
力
く
だ
さ
い

地上デジタル放送を見るための簡易なチューナー給付支援
　総務省では、経済的な理由等で地上アナログ放送から地上デジタル放送に移行することが難しい世
帯に対する支援を予定しています。
対象となる世帯　「日本放送協会（ＮＨＫ）の受信料の全額免除を受けている世帯」が対象です。
　　　　　　　　①生活保護などの公的扶助を受けている世帯
　　　　　　　　②障害者がいる世帯で、かつ世帯全員が市町村民税非課税措置を受けている世帯
　　　　　　　　③社会福祉事業施設に入所されていて、自らテレビを持ち込んでいる世帯
　　　　　　　　※すでに、地上デジタル放送を視聴されている世帯は支援の対象外です。
支 援 の 内 容　現在お持ちのアナログテレビに取り付ける「簡易なチューナー」の無償給付をします。
　　　　　　　　アンテナ改修等が必要な場合にはその支援も行います。
支援受付期間　～平成22年７月２日（金）（当日消印有効）
ご　　注　　意・支援の申込みには、ＮＨＫと受信契約を結び、全額免除の適用を受けることが必要
　　　　　　　　です。なるべく早めに契約手続等をお願いします。
　　　　　　　・支援は現物給付です。ご自身で購入したチューナー、アンテナなどの費用を精算す
　　　　　　　　ることはできません。
問い合せ先
        支援制度全体について ＮＨＫとの受信契約、受信料免除について 資料および申請書
総務省 地デジチューナー支援実施センター ＮＨＫ視聴者コールセンター 富士川町福祉保健課
ナビダイヤル ０５７０－０３３８４０ ナビダイヤル ０５７０－０００５８８ 障害福祉担当
または　　　 ０４４－９６９－５４２５ または　　　 ０４４－８７１－８４４１ ２２－７２０７

（８）



（９）

清
潔
で
快
適
な
生
活
環
境
を
作
る

清
潔
で
快
適
な
生
活
環
境
を
作
る

平成22年度　供用開始対象地域

　
下
水
道
は
、
私
た
ち
の
生
活
環
境
を
良
く
し
、
川
や
湖
な
ど
の
水
質
を
守
る
目
的
で
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
平
成
５
年
か
ら
は
一
部
の
地
域
で
下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な
り
、
平
成
22

年
３
月
末
日
現
在
で
、
３
５
２
ha
の
区
域
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
７
割
以
上
の
家
庭
が
下
水
道
に
接
続
し
て
い
ま
す
。

お
住
ま
い
の
地
域
に
下
水
道
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
ら
１
日
も
早
く
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
　
上
下
水
道
課
　
下
水
道
担
当
　

22
ー
７
２
０
４

◆
問
い
合
わ
せ
先
　
上
下
水
道
課
　
下
水
道
担
当
　

22
ー
７
２
０
４

下水道マスコットキャラクター

『スイスイ』

まほらの湯利根川公園
ＴＫグラウンド

増穂小学校 追分

増穂商業高校
富士川大橋

鰍沢口駅

鰍沢小学校



◇
ど
ん
な
お
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か
？

　
増
穂
小
学
校
の
養
護
教
諭
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
健
康

　
を
支
え
て
い
ま
す
。

◇
富
士
川
町
を
ど
う
思
い
ま
す
か
？

　
自
然
と
文
化
が
調
和
し
た
素
晴
し
い
町
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
温
か
い
方
ば
か
り
で
、
地
域
の
結
び
つ
き
が
と
て

　
も
強
い
と
思
い
ま
す
。
保
護
者
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
方
々

　
が
学
校
行
事
に
参
加
し
て
く
だ
さ
り
、
素
晴
し
い
町
だ
と

　
思
い
ま
す
。

◇
富
士
川
町
に
期
待
す
る
こ
と
は
な
ん
で
す
か
？

　
人
と
人
と
が
ふ
れ
あ
い
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
支
え
合
っ
て
暮

　
ら
せ
る
町
づ
く
り
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
集
え
る
娯
楽
施
設

　
が
増
え
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

◇
趣
味
や
最
近
凝
っ
て
い
る
こ
と
は
な
ん
で
す
か
？

　
趣
味
は
映
画
鑑
賞
と
旅
行
で
す
。
最
近
は
、
お
菓
子
づ
く
り
に
凝
っ
て

　
い
ま
す
。

◇
あ
な
た
の
夢
・
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
子
ど
も
達
に
い
つ
も
寄
り
添
い
、
笑
顔
に
し
て
あ
げ
ら
れ
る
養
護
教
諭

　
に
な
り
た
い
で
す
。

◇
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
こ
と
は
？ 

　
増
穂
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

◇
ど
ん
な
お
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か
？

　
Ｔ
Ｈ
Ｋ
株
式
会
社
で
、
運
搬
用
資
材
の
機
械
オ
ペ
レ
ー
タ 

 

　
ー
を
し
て
い
ま
す
。

◇
富
士
川
町
を
ど
う
思
い
ま
す
か
？

　
自
然
が
豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い
町
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

　
か
ら
も
ず
っ
と
住
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

◇
富
士
川
町
に
期
待
す
る
こ
と
は
な
ん
で
す
か
？

　
鰍
沢
と
増
穂
の
二
つ
の
町
が
一
つ
に
な
っ
た
の
で
、
も
っ

　
と
町
が
活
気
づ
い
て
欲
し
い
で
す
。

◇
趣
味
や
最
近
凝
っ
て
い
る
こ
と
は
な
ん
で
す
か
？

　
趣
味
は
歌
、
バ
イ
ク
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
、
肉
体
作
り
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ

　
り
ま
す
。
特
に
歌
は
、
ゴ
ス
ペ
ル
グ
ル
ー
プ
に
所
属
し
、
歌
っ
て
い
ま

　
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
一
緒
に
歌
い
ま
せ
ん
か
？

◇
あ
な
た
の
夢
・
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
か
っ
こ
い
い
オ
ヤ
ジ
に
な
り
た
い
で
す
。

◇
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
こ
と
は
？

　
今
年
か
ら
富
士
川
町
消
防
団
に
入
団
し
て
消
防
団
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
消
防
団
に
入
団
し
て
か
ら
、
防
災
、
防
犯
の
意
識
が
強
く
な
り
、
や
り

　
が
い
の
あ
る
活
動
だ
と
思
い
ま
す
。
現
在
、
団
員
が
不
足
し
て
い
る
の

　
で
、
私
た
ち
と
一
緒
に
消
防
団
活
動
を
し
ま
せ
ん
か
？

古　屋　　舞　さん
２６歳・天神中条
増穂小学校

宮 崎　真 一　さん
２５歳・中部
ＴＨＫ㈱

（10）





（12）

写真教室

陶芸教室

ペン習字
教　　室

児童文学
創作教室

ますほあやめコーラス

美しい花や風景を
きれいに撮る
テクニック

競書誌「ペンの力」で
 勉強を続けております。

子どもたちに夢を！

人生にリズムを
生活に歌声を

手づくりのカップ
花入れなど

　一眼レフカメラによるネイチャー
フォトの基本から中級程度の写真撮
影までをいっしょに習ってみません
か。
 （デジタル一眼レフ可）
 （コンパクトカメラ不可）

日　時・・毎月第３火曜日
　　　　　ＰＭ７：３０～ 
場　所・・町民会館 
　　　　　（野外撮影実習あり） 
指導者・・責任者 志村暢三（ 22-3571） 
会　費・・年５，０００円（テキスト代）

　以前会員で出品していた方、また
始めませんか？新入生も大歓迎です。
ディスクペン、ボールペン、フェル
ト（マジック）、筆ペンetc。
　写経もしています。 
持ち物 :小学生用国語帳（10ます）
　　　　ディスクペン

日　時・・毎週水曜日
　　　　　ＰＭ８：００～（月４回） 
場　所・・町民会館 
指導者・・長沢みどり先生（ 22-0348）
会　費・・月１，０００円
誌　代・・月６５０円

　子どもたちのために楽しいお話を
作ってみませんか。児童文学教室で
は、楽しく創作活動を先生の指導の
もとに行っています。定期的に作品
集の発刊もしています。初心者の方
も歓迎します。

日　時・・毎月第４金曜日
　　　　　ＰＭ８：００～
場　所・・町民会館
責任者・・志村通江（ 22-8115）
入会金・・５，０００円
会　費・・月１，０００円

　楽しいハーモニーづくりに
参加しませんか。特に若いお
母さん方大歓迎です。

日　時・・毎週木曜日　ＰＭ８：００～
場　所・・町民会館
指導者・・有泉美宇子先生
　　　　　保坂明子先生
責任者・・深沢通子（ 22-0306）
会　費・・月１，５００円

　なぜか愛着がわいてきます。皆で楽しみましょう。

日　時：昼の部 ＰＭ１：００～
　　　　　毎月第1・3水・木曜日
　　　　夜の部 ＰＭ７：００～
　　　　　毎月第1・3水曜日

場　所・・町民会館作業室
責任者・・石井七生（ 22-2105）
入会金・・３，０００円
会　費・・昼の部 月３，０００円
　　　　　夜の部 月２，０００円

●問い合わせ　富士川町教育委員会（旧鰍沢町教育文化会館内）へ 22-5361 fax 22-5392
●申込み方法　６月２５日（金）までに直接教育委員会または電話で申し込みください。
　　　　　　　写真教室の申し込みのみ６月１０日（木）までに。

古文書をもとに、昔の生活などを楽し
く学びます。初めての方も大歓迎です。 
　●講　師…望月武美先生 
　●場　所…教育文化会館2階研修室 
　●受講料…無料 
　●持ち物…筆記用具
　　　　　　（資料は用意します。）

●開講日（時間はいずれも午後1時30分～午後4時）
 6月 25日（金）、 7月 23日（金）、9月24日（金）、
10月 22日（金）、11月 26日（金）、1月28日（金）、 
 2月 25日（金） 
●申込み方法・問い合わせ 
　申込みは直接教育委員会または電話で随時受付けてい
ます。前年度に引き続き受講される方もご連絡ください。 
富士川町教育委員会（旧鰍沢町教育文化会館内）へ 
22-5361 fax 22-5392

平成22年度生涯学習事業



今月は、中込保健師です。

 

 

 健康いきいき健康いきいき

歯垢のたまりやすいポイント
　歯と歯の間
　歯と歯ぐきの境目
　歯のかみ合わせ
磨き残しやすいポイント
　前歯（上下）の裏側
　奥歯の内側
　一番奥の歯の奥

「
噛
む
」
か
ら
始
め
る

食
事
の
す
す
め

「
噛
む
」
か
ら
始
め
る

食
事
の
す
す
め

メタボリックシンドローム
とは…
　内臓脂肪が過剰に蓄積さ
れ、生活習慣病にかかりや
すくなった状態です。
※メタボリックシンドロー
ム＝病気ではありません。

①飲み込むまでに 30
回程度は噛み砕くの
に必要な硬さの食品
や料理を選ぶこと。
②さらにそれを一口
に 30 回以上噛んで味
わうこと。

　
こ
ん
に
ち
は
、
お
元
気
で
す
か
。

こ
の
「
健
康
い
き
い
き
情
報
」
は
、

富
士
川
町
役
場
の
保
健
師
・
助
産
師

が
町
民
の
皆
さ
ん
に
、
身
近
な
健
康

に
関
す
る
情
報
を
お
届
け
し
て
い
き

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
さ
て
、
６
月
と
い
え
ば
、
６
月
４

日
の
「
虫
歯
の
予
防
デ
ー
」
を
中
心

に
、｢

歯
の
衛
生
週
間
」
が
は
じ
ま

り
ま
す
。「
８
０
２
０
運
動
」
の
成

果
か
、
厚
生
労
働
省
に
よ
る
平
成

17
年
歯
科
疾
患
実
態
調
査
で
は
、

80
歳
で
20
歯
以
上
の
歯
を
有
す
る

人
の
割
合
は
、
初
め
て
20
％
を
超

え
ま
し
た
。
し
か
し
、
自
分
の
歯
が

残
っ
て
い
る
分
65
歳
以
上
で
は
、

４
㎜
以
上
の
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
を
持
つ

人
の
割
合
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
健

康
な
歯
と
歯
ぐ
き
を
保
つ
た
め
に
、

ま
ず
は
セ
ル
フ
ケ
ア
・
正
し
い
歯
磨

き
が
で
き
て
い
る
か
、
チ
ェ
ッ
ク
し

ま
し
ょ
う
。

　「
磨
い
て
い
る
」
こ
と
と
「
磨
け

て
い
る
」
こ
と
は
違
い
ま
す
。
子
供

さ
ん
は
高
学
年
に
な
っ
て
も
大
人
が

仕
上
げ
磨
き
や
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
あ

げ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
「
か
か
り
つ
け

歯
科
医
」
を
持
っ
て
、
定
期
的
に
健

診
を
受
け
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　
７
月
か
ら
始
ま
る
総
合
健
診
で
は
、

町
独
自
で
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
歯
科

相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。

昨
年
は
１
、
７
３
６
名
（
旧
増
穂
町

実
績
）
が
利
用
さ
れ
ま
し
た
。
相
談

で
は
介
護
予
防
の
た
め
の
65
歳
以

上
の
口
腔
内
チ
ェ
ッ
ク
や
、
若
年
者

の
歯
周
病
に
関
す
る
相
談
を
お
受
け

し
て
い
ま
す
。
今
年
も
総
合
健
診
受

診
時
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　「
食
で
め
ざ
そ
う
！
家
族
の
え
が

お
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
食
育
」

に
関
す
る
お
話
や
レ
シ
ピ
の
紹
介
を

し
ま
す
。

　
食
育
と
は
、
自
分
の
健
康
を
守
り

豊
か
な
食
生
活
を
送
る
た
め
に
必
要

な
力
を
身
に
つ
け
る
と
い
う
も
の
で

す
。
家
族
や
仲
間
で
食
卓
を
囲
む
こ

と
で
、
食
事
の
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け

た
り
、
食
事
を
楽
し
ん
だ
り
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
食
生
活

の
振
り
返
り
の
機
会
に
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
健
康
診
断
が
近
づ
い
て
い

ま
す
。
健
康
診
断
で
は
１
年
間
の
あ

な
た
の
身
体
の
振
り
返
り
が
出
来
ま

す
。
今
の
あ
な
た
の
状
態
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　「
お
な
か
周
り
で
ひ
っ
か
か
ら
な

か
っ
た
し
、
血
圧
が
高
め
だ
け
れ
ど

元
気
だ
か
ら
大
丈
夫
。」
と
思
っ
て

い
ま
せ
ん
か
？
た
と
え
健
診
数
値
が

基
準
値
内
で
あ
っ
て
も
健
康
の
お
墨

付
き
を
も
ら
え
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
顔
や
体
が
異
な
る
よ
う
に
、

健
診
数
値
も
個
人
差
が
あ
り
ま
す
。

数
値
が
年
々
、
ま
た
は
急
激
に
上
が

っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
大
切
な
の
は
、

あ
な
た
自
身
の
数
年
に
わ
た
る
健
診

数
値
で
す
。
数
値
の
変
動
を
把
握
す

る
こ
と
が
、
病
気
の
発
見
や
生
活
習

慣
の
改
善
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
よ
く
噛
む
こ
と
で
脳
の
満
腹
中
枢

が
刺
激
さ
れ
る
た
め
、
満
腹
と
感
じ

る
ま
で
の
食
事
量
が
少
な
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
内
臓
脂
肪
の
分
解
を
す

る
物
質
が
分
泌
さ
れ
ま
す
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
こ
と

は
、
最
も
身
近
な
生
活
習
慣
病
予
防

と
い
え
ま
す
。

　
さ
て
、
あ
な
た
は
一
口
で
何
回
噛

ん
で
い
ま
す
か
？
一
番
良
い
の
は
一

口
に
30
回
。
そ
の
た
め
次
の
こ
と

を
心
掛
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
よ
く
噛
む
と
食
品
の
素
材
が
持
つ

本
来
の
美
味
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
食
事
に
時
間
が

か
か
る
の
で
、
家
族
で
食
事
を
ゆ
っ

く
り
楽
し
む
こ
も
で
で
き
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
噛
む
こ
と
を
通

し
て
、
生
活
習
慣
病
予
防
だ
け
で
な

く
、
食
事
を
楽
し
む
き
っ
か
け
作
り

に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。
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情 報情 報
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親子で学ぼう、交通安全
　4月 22日、第 2保育所において、県警さちかぜ号による
親子交通安全教室が行われました。園児は腹話術の人形と
楽しく交通安全を学びました。

春の風物詩　植木まつり
　4月 17日、18日ますほ北児童センター前庭において植木
まつりが開催され、町内外から大勢の人が訪れました。会
場には、色とりどりの花や植木が並べられました。

体育協会設立総会
　5月 13日、町民会館において、富士川町体育協会設立総
会が開催され、富士川町体育協会がスタートしました。

手作りでこいのぼりをつくろう！！
　4月 30日、ますほ北児童センターにおいて、子ども工作
教室が行われ、子どもたちは手作りこいのぼりに挑戦して
いました。

 

日　時：６月２６日（土）
　　　　　  ～７月４日（日）
会　場：小室山妙法寺

妙法寺境内に咲き誇るあじさいを
お楽しみください。

水道週間（６月１日～７日）

       　～上下水道課からのお願い～
　もうすぐ真夏。水に親しむ季節がやってきます。
　みなさんの家の蛇口から出てくる水道水は、井戸や川などの水を浄水
場で安心でおいしい水にして、町の水道管をとおって、届けられていま
す。多くの人が、今日も、安全でおいしい水を絶やすことなく送る努力
を続けています。みなさんも蛇口の向こうのいろいろな努力に思いをめ
ぐらし、水道の大切さについて考えてみましょう。

─ちょっとした工夫で節水することができます─

・水道やシャワーは、
　こまめに止めましょう

・洗濯水は、
　お風呂の残り湯を

・洗車は、バケツ
　にくんで

・食器は、
　ため洗いで

「宅地内水道工事及び修理は必ず町の指定店で」
　家屋の新築、増改築に伴う水道工事や漏水修理など、宅地内給水工事を行
なう場合は、必ず町の上水道工事指定店に依頼し、工事を行なってください。
　　　　　◆問い合わせ先　上下水道課　 ２２‐７２０４



　第一次富士川町総合計画を策定するにあたり、町民
の皆さまの幅広い意見を施策に反映させるため、委員
を募集します。
◆ 人　　数　１０名程度(委員総数約３０名)
◆ 応募資格　①富士川町に在住している方
　　　　　　 ②平成22年 4月 1日現在、満20歳の方
　　　　　　 ③平日の審議会に出席できる方
　　　　　　 ※国もしくは地方公共団体の議員およ
　　　　　　　 び公務員を除く。
◆ 任　　期　平成22年 7月～平成23年 9月 (予定)
◆ 会　　議　審議会への出席、地区懇談会・シンポ
　　　　　　 ジウムへの出席
◆ 役　　割　総合計画策定に関する審議
◆ 応募方法　応募申込書および作文(800字程度)
　　　　　　 作文テーマ「これからのまちづくり」
 　　　　　  提出は、持参、郵送、FAX、電子メール
　　　　　　 のいずれか。
 　　　　　　※応募用紙は、本庁舎(企画課)、分庁
　　　　　　　 舎（鰍沢サービスセンター）にて受  
　　　　　　 　領するか、ホームページからダウン 
　　　　　　　 ロードできます。
◆ 選　　考　役場内に設置する「選考委員会」で審
　　　　　　 査のうえ決定し、全ての応募者に通知
　　　　　　 します。
◆ 締 切 り　平成22年 6月 18日 (金 )必着
◆ 申込み・問い合わせ先
　　　　　 　〒400-0592　富士川町天神中条1134
　　　　　 　富士川町役場　企画課 政策推進担当
　　　　　 　 22-7216／ FAX 22-3177
　　　　　 　

平成22年度山梨県消費生活相談員を紹介します。
　山梨県では、県内86名の方を消費生活相談員と
して委嘱し、毎日の暮らしの中で消費生活に関す
る苦情や相談を受け付けています。富士川町の相
談員は次のとおりです。お気軽にご相談ください。
　　・秋山小夜子（本町５）　 22-1251
　　・大木富美子（青柳町）　 22-0681（敬称略）

富士川町国際交流協会
「平成２２年度定期総会」
～記念講演会のお知らせ～

日　時　平成２２年５月３１日（月）午後８時～
場　所　富士川町役場第一会議室
講　師　ハイチ友の会　代表　小澤幸子さん
　　ハイチ共和国はカリブ海の島国です。
　去る１月12日にマグニチュード7.0の
　地震が発生し、全人口の３割３００万
　人もの方が被災されました。２月28日、
　日本赤十字社の一員(医師)として、ハ
　イチでの救援活動を終え、日本に戻ら
　れた小澤幸子さんの貴重な体験談を伺
　います。講演会はどなたでも参加でき
　ます。ふるってご参加ください。

◆問い合わせ先　富士川町役場町民生活課内
　　　　　　　　富士川町国際交流協会事務局

０５５６－２２－７２０９
（※写真提供：日本赤十字社／ハイチ友の会）

　次の方から心温まる善意をお寄せいただきま
した。心から感謝申し上げます。

◆社会福祉協議会へ
　一金　５万円　芦澤秀也様（青柳町）　
　亡義父、樋口三　様のご遺志により、町の福
祉のために。
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自４月１日　至４月３０日　届出（敬称略）
　　　　　　　　　　　　※住民登録者のみ記載

 地　区　　 　氏　 　　名　　 　 性別　保護者
最 勝 寺　 矢﨑　　葵（あおい）　  女　 圭　司
小　　林　 大木　奏音（かなと）　　男　 淳　史
大　　椚　 佐久間大晴（たいせい） 男　 利　和
青 柳 町　 横山　晴瑠（は　る）　　男   淳　一

 地 区　　　   氏        名     （旧姓）
小　　林　 水野　鉄也 　 　舞　　（赤池）
青 柳 町　 依田　　俊 　 加奈絵 （　瀬）

　地 区　  　氏　　名　　 年齢　 　届出人
最 勝 寺　　保坂　政次　　 87　　　　正
　 〃　　　 依田壽美枝　　 92　　　善　彦
大 久 保　　大久保よしゑ　 93　　　定　雄
小　　林　　佐藤　良一　　 89  　  和　良
長　　沢　　石田　元廣　　 91　　　　泉
青 柳 町　　樋口　三　　   91　　 芦澤秀也
高　　下　  樋口　文雄　　 84　　　しげ子
本 町 ４　　戸田　英昭　　 79　　　和　德
本 町 ５　　内田　　健　　 68　　　　勲
本 町 ６　　杉山　一造　　 85　　　　亨
中　　部　　岩田　万司　　 69　　　初　美
　 〃　     樋口　健次　　 68　　　哲　也

　　人　口　　１６，８３３人（－１５）
　　  男　　　　８，１９３人（－１０）
　　  女　　　　８，６４０人（　－５）
　　世　帯　　　６，１７３戸（　－４）




